
　

平
成
23
年
度
消
防
点
検
が
４
月
17
日

（
日
）、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
年
行
っ
て
い
る
パ
レ
ー
ド
を

中
止
し
、
分
列
行
進
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
が
、
栁
迫
好
則
団
長
を

先
頭
に
役
場
機
動
隊
、
第
１
分
団
か
ら

第
７
分
団
と
平
国
女
性
分
団
、
総
勢
約

１
９
０
人
が
力
強
く
入
場
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
29
人
が
団
員
任
命
、
23
人

が
表
彰
（
下
記
参
照
・
敬
称
略
）
を
受
け
、

点
検
者
告
示
で
は
町
長
か
ら
「
予
想
も

で
き
な
い
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
町

や
消
防
団
で
は
災
害
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、常
に
心
が
け
、町
民
が
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

る
よ
う
に
。」
と
挨
拶
。
消
防
団
員
の
防

災
意
識
も
一
層
高
ま
る
開
会
式
と
な
り▲放水競技の部１位の第１分団

ま
し
た
。

　

規
律
審
査
の
部
で
は
第
４
分
団
が
昨
年
に

引
き
続
き
見
事
１
位
。
放
水
競
技
の
部
に
お

い
て
は
昨
年
１
位
だ
っ
た
第
７
分
団
が
惜
し

く
も
２
位
と
な
り
、
第
１
分
団
が
１
位
を
奪

還
し
ま
し
た
。
今
年
の
放
水
競
技
で
は
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
よ
り
思
い
通
り
の
結
果
が
得
ら

れ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
た
分
団
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
国
小
学
校
児
童
に
よ
る
規
律

訓
練
が
あ
り
、
と
て
も
き
び
き
び
し
た
態
度

で
頼
も
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
幼

稚
園
・
保
育
園
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
に

よ
る
ミ
ニ
放
水
競
技
で
は
、
可
愛
ら
し
く
も

自
分
の
町
を
守
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
な
っ

て
放
水
を
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
頼
も
し
い

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

▲津奈木保育園児による放水競技

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

◇
退
職
報
酬
１
号
銀
杯

　

林
田
廣
美　

福
田
豊　
　

西
平
秀
明

◇
退
職
報
酬
２
号
銀
杯

　

福
山
鉄
也　

濱
田
稔
浩　

橋
口
芳
弘

　

竹
本
昌
広　

船
場
浩
一

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章
（
勤
続
25
年
以
上
）

　

新
立
豊

◇
勤
続
章
（
勤
続
30
年
以
上
）

　

山
口
武
久

◆
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
功
績
章
（
勤
続
20
年
以
上
）

　

戝
部
正
徳　

新
立
巳
喜
男　

岡
松
辰
哉

◇
勤
績
章
（
勤
続
15
年
以
上
）

　

髙
木
盛
一　

篠
原
京
一　

諌
山
卓
四
郎

　

松
田
修　
　

浦
田
克
久　

山
口
哲
也

　

長
濵
信
晃　

鬼
塚
健
一　

林
田
久
志

　

濱
本
賢
宣

●消防点検結果●

分　団　名 規律審査
順位

放水競技成績
タイム 順位

第 １ 分 団
（ 赤 崎 ） 5 3’18” 1

第 ２ 分 団
（ 川 北 ） 7 5’00” 6

第 ３ 分 団
（ 川 南 ） 8 4’56” 5

第 ４ 分 団
（大字津奈木） 1 4’03” 3

第 ５ 分 団
（ 大 字 千 代 ） 2 4’40” 4

第 ６ 分 団
（平国･福浦） 6 5’00” 6

第 ７ 分 団
（小津奈木･丸岡） 9 3’28” 2

平国女性分団 3 5’00” 6

役 場 機 動 隊 4 5’00” 6

安心・安全なまちづくりに向け

 津奈木町消防団一致団結！！
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